
調劃jをしていて

凝聞に思ったこと，

医師または患者さんに間

かれて図ったこと，医師に疑

義照会して対応したがいまひとつ納

得できないこと，ありませんか? 皆さんの凝問

に各分野の専門家がお答えいたします。

。 保償譲局の指定を受けている場合には， r保陵
薬局である旨を標示しなければならないJと

されています。そのため，当襲局でIctr保険薬局jとい
う看板を出しているのですが，それ以外に掲示しなけ

ればならないことがあると間きました。具体的には，

どのような掲示が』必要なのでしょうか。(匿名希望)

保険薬局の指定を受けている場合には，保険

薬局である旨を標示するほか，薬剤服用歴管

理科に関する事項や，調剤報酬点数表に基づき地方社

会保険事務局長に届け出た事項などについても掲示す

る必要があります。

健康保険法の規定により保険薬局の指定を受けてい

る場合には，その薬局の見やすい個所に「保険薬局であ

る旨を標示しなければならない」とされており，健康保

険法に基づいて，厚生省令により規定されています

(表1)。ただし，保険薬局の場合はこれ以外にも規定

があり， I保険薬局及び保険薬剤師療養担当規則Jにお
いて， i別に厚生労働大臣が定める事項を掲示しなけれ
ばならない」とされています(表2)0 

具体的には， ①薬剤j服用歴管理料に関する事項， ②

調剤報酬点数表に基づき地方社会保険事務局長に届け

出た事項(現行では，基準調剤加算，無菌製剤処理加

算，在宅患者訪問薬剤管理指導が該当)一一の2点で

す(表3)。これらは，保険薬局が提供するサービスの

内容について，患者に対する十分な情報提供の促進を

図る観点から，薬局内の見やすい場所に掲示すること

が求められています。また，必ずしも義務規定とされ
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ご質問をお寄せくだ

さい。要項は47頁にあり

ることによってのみ行います。電話や

ファクシミリによる回答はご容敵くださ

い。また，特殊なケースの質問は，採用されない

こともありますのであらかじめご3承ください。

表1 保険薬局の標示(省令)

(標示)

第2条 保険医療機関又は保険薬局は，その病院若しくは診療

所又は薬局の見やすい箇所に，保険医療機関又は保険薬局

である旨を標示しなければならない。
J 

(1957:'ド4月30日厚生省令第13号.保険医療機関及び保険業局の指定扱ぴに特定
承認、保険医療機関の承認詫びに保険医及ひ'保険薬剤師のな録にl刻する省令)

表2 保険薬局の掲示事項(省令)

l :掲示) -l 第2条の4 保険薬局は，その薬局内の見やすい場所に， !i3JJに
厚生労働大臣が定める事項を掲示しなければならない。

(1957年4月30日厚生省令第16号，保険薬局及び保険来十斉IJr.TIi療礎控当規則}

表3 厚生労働大臣が定める掲示事項(告示)

第13 保険薬局及び保険薬剤師療養担当規則 (以下「薬担規 |

目JJjという。)第2条の4及び療担基準第25条の4の保険薬局
に係る厚生労働J大径が定める掲示事項

1 診療報酬の算定方法別表第3調布j報酬点数表〈以下「調剤
報酬点数表」という。)の第2節区分10に規定する薬剤服用

歴管理料に関する事項 1 

2 調剤報酬点数表に基づき地方社会保険事務局長に届け|

出た事項に関する事項 | 

(2006年3Ji6日厚生労働省告示第107号，療担規則及び楽処規則並びにrfX担基準
に基づき厚生労働大臣が定める掲示事項寄n

ているわけではありませんが，開局時間，休業日，時

間外・休日・深夜における調剤応需体制に関する事項

などについても，保険薬局の外側の見やすい場所に「掲

示することが望ましい」とされています。



これらの具体的な掲示内容(字句，表現)までは規定

されていませんので，患者にとってわかりやすいものと

なるよう，それぞれの保険薬局で工夫のうえ，該当す

る事項について掲示してください。過去の通知である

ため字句の表現などは少々古いですが，厚生省(当時)

の通知で示された掲示例を紹介しておきますので，参

考にしてください (表的。

表4厚生労働大臣が定める掲示事項の例(通知)

第3 保険薬局に係る厚生大臣の定める掲示事項(平成8年3月
厚生省告示第27号)に関する事項

1 保険薬局が提供するサービスの内容について，患者に対

する情報の提供の促進を図る観点から，保険薬局内の掲示

事項として，調斉IJ報酬点数表の薬剤l服用歴管理・指導料に
関する事項及び同表に基づく届出事項に関する事壌を定め

たこと。

2 具体的には，薬剤服用歴管理・指導料に関する事項並び

に基準調剤加算の届出，無菌製剤処理加算の届出及び在宅

訪問楽斉IJ管理指導料に係る届出等に使用した届出書の内容

のうち，応出を行ったことにより患者が受けられるサービ

スの内容等を保険薬局内の見やすい場所に分かりやすく掲

ぬや2ぢい
場所lZ・..

Information 

示するものであること。

3 保険薬局の外側lの見やすい場所に，開局時間及び休業
E韮笠主喧堕外，休日，深夜における調剤応需体制に関
する事項等についても掲示することが望ましいこと。

4 保険調剤lに関して，ここで定められた以外の事項につい
て誤解を招くような表現の掲示を行ったり，誇大な広告・

宣伝を行ってはならないものであること。

なお，以下に各事項の掲示の具体例を示す。

(掲示例)

1当薬局は，厚生大庄が定める基準による調弗jを行って

いる保険薬局てやす。

2 当薬局は， OOO.fl，自の医薬I品を備蓄しています。

3当薬局は，どの保険医療機関の処方せんでも応需します。

4当薬局は，患者さんの希望により服用薬剤の種類や服
用経過などを記録した「薬剤服用歴の記録」を作成し，薬

剤によるアレルギーや副作用の有無を確認するとともに，

複数の病院・診療所から薬剤が処方されているような場

合には，服用薬剤同士の重複や相互作用の有無をチェッ

クします。

5当薬局は，処方せんによる医師の指示があるときは，
在宅で療養されている患者さん宅を訪問して服薬指導等

を行います。 I

6当薬局は，無菌室(クリーンベンチ)の設備を備え， 1主 | 
射薬等の無菌的な製剤を行います。 I

(]996ゴ1'3月8[1保険発第22号，保険医療機関及び保険医療養犯当規則の一部改
死去手に伴う実施上の惚意事項について)
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なお，前述の省令・告示レベルによる掲示事項のほ

か，し、くつか注意しておかなければならないことについ

ても補足しておきます。現在，保険薬局では， ①患者

の希望に基づく内服薬の一包化(治療上の必要性がな

い場合に限る)，②患者の希望に基づく甘味剤等の添加

(治療上の必要性がなく，かつ，治療上問題がない場合

に限る)，③在宅訪問薬剤管理指導に係る交通費， @

薬剤の容器代(ただし，原則として保険薬局から患者

へ貸与するものとする)，⑤保険薬局における患家への

調剤した医薬品の持参料， ⑤ 日本語を理解できない患

者に対する通訳料一ーに関わる費用については，保険

薬局と患者の同意に基づき徴収できるということが，

厚生労働省の通知 (2006年3月13日保医発第0313003

号， 2005年9月1日保医発第0901002号)により示さ

れています。

これらのサーピス，実費徴収を行っている保険薬局

である場合には， 該当するサービスの内容や料金を「患

者にとってわかりやすく掲示しておくことjが求められ

ていますので，これらも忘れずに掲示するよう十分注

意しておきましょう。

力ラーコピーされた偽造処方せんや，処方内

容の一部が政ざんされた処方せんを霊け伺け

てしまった掲含，保険薬局としてはどのような対応を

しなければならないのでしょうか。(匿名希望)

偽造または改ざんされた処方せんにより，患

者が不正に調剤を受けた場合，もし くは受け

ようとした場合には，地方社会保険事務局または健康

保険組合に連絡するほか，最寄りの警察署への通報，

最詐りの保健所や薬剤師会などへの情報提供を行って

ください。

カラーコピーによる偽造処方せんや処方内容の一部

を改ざんした処方せんを悪用した，向精神薬などを不

正に得ょうとする事件がいまだに散見されるようです。

このような場合の対応として， I保険業局及び保険薬剤

師療養担当規則」では，患者が不正行為により療養の

給付(調剤)を受けようとしたときには，保険薬局に対
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し， I遅滞なく，意見を附して， その旨を管轄地方社会

保険事務局長又は当該健康1~H攻組合に通知!しなければ

ならない」と規定しています (表5)。

また，厚生省(当H寺)から都道府県に対する通知にお

いても，偽造処方せんが発見された場合には， r速やか
に最寄りの普察署へ通報するとともに，i設;奇・りの保健

所，薬剤師会等へ遅滞なく情報提供を行い，被害拡大

の防止に努めるよう指導されたいJと求めています(表6)。
普段からご所属の都道府県薬剤師会もしくは支部薬

剤師会と相談しておくなど，そのようなケースが起きた

場合の具体的な対応方法などについて確認しておくと

よいでしょう。

表5 詐欺や不正行為の際の対応
一一一一寸

(通知1)

第7 保険薬局iま，迎、者が.MtJ:その他不正行為により機誌の給
付を受け，又は受けようとしたときは医~':I'i な く， 辺、見を附
して，その旨を管il培地方社会保険主Ji務局長又は当紋健康似険

組合に通知|しなければならない。

(1957"1'.4月lO11 Jrどlニ省令指九16り. f~~I:ift~~J"J!.止ぴ f~H挽楽河'J Ji 'liII.O'i'担当刻UlIJ

表6 偽造処方せん

処方せんの取扱いについては，~方リ仰法(l960 1， jé 8JJ 10 1:1法
律第146~})第24条の規定に必づき，薬剤師は，処方せん".， ~こ
疑わしい点があるときは， その処方せんを交付 した I~~削i ， O'1平l
l包J:ili又は獣医師に[lrjい合わせて，その疑わしい点を怖かめた後
でなければ，これによって調剤しではならないこととされてい

るが， 今般， ~I作長参考 'のとおり北海道及び静川県よりカラー
コピーによる処方せんの偽j立に|刻する報告があったことから，

決定2下薬局，関連機関等へa:訟を喚起し，改めてiiii低するよう
指導されたい。

なお， 当方に綜せられた報符は，いずれの場合も向精神楽の

処方せんに|刻するものであることから， 1向車i'riill裂が処ブJされて
いる場合は，特に儲23;するよう};田知されたい。
また， 斗rJ;に卒li告があった事例については， いずれの場合も
複数の薬防に相次いで偽造処方せんを持ち込んでいることから，

偽造処君主主主童旦主主主場合には，速や0;1)'(三量雪り皇警察

量ごと理費するととも巳L量宣立(J)健健所，薬剤師会等へ遅滞
主三宣盟量畦-~行い，被持拡大の|坊 11ょに努めるよう指導され
たい。

O>.o)1j添は;f，ill硲)

(]999"lc5J'l J4 H I従来企第6Jり I ~~ ;.\JJ弘司l747 り ， カラーコ ピーによる偽造処)}せ
んにl則する悦音、lJj.項について)


